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緒 言

　植物に含まれるウイルス感染阻害物質については，

　　　1），2）　11）Allard　　，　Doolitt玉e　and　Walker　の指摘に続く

　　　　　　　　　　　12）
Duggar　and　Ammstrong　の報告以来，種々の植物でそ
　　　　　　　　　　　3）一一10），13）一29），31）一一45）

の存在が認められている　　　　　　　　。しかし，従

来の研究は限られた特定の植物を供して行なったものが

多く，植物一般について体系的に検討したものはきわめ
　　　　　　　　　　　　　　28），29）
て少ない。そこで著者らは前報　　に引き続き，広く各

種植物の汁液がウイルスの感染にどのような影響を及ぼ

すかを，tobacco　mosaic　virus（TMV），　cucumber

mosa三。　virus（CMV），ならびにpotato　virus　X

（PVX）を供して検討を試みた。ここにその結果を取り

まとめ報告する。

　なお本研究を行なうにあたり，PVXの魚ottle　strain

を分与された農林水産省嬬恋馬鈴薯：原原種農場の田中智

氏，また種々のご助力を与えられた当学部植物病理学研

究室の各位に対し，衷心より謝意を表するしだいであ

る。

実験材料および方法

　実験に供した植物は，被子植物33目74科135属152種，

裸子植物3目6科7属9種，シダ植物2昌2科2属3

種，菌植物2目2科5属5種の計40目84科149属169種

である。これら植物は，主として茨城大学農学部構内（茨

城県稲敷郡阿見町）およびその周辺地区で採取したが，

一部はガラス室では種・育成し，また菌植物の一部は市

販のものを用いた。

　これら植物の汁液の調製は，被子および裸子植物では

成葉，シダ植物では栄養葉，地上茎もしくは小枝，菌植

物ではもっぱら子実体を供して行なった。すなわち，各

供試器官の病害虫被害部を切除し，水道水で洗浄後蒸留

水でゆすぎ，付着する水分はろ紙で吸い取り，軽く風乾

後秤量した。これに9倍重量の殺菌水を加えて乳鉢で充

分すりつぶし，8重のガーゼでろ過してから遠心分離

（1，500g，10分）を行ない，得られた上清をもって10倍

汁液とし，さらに9倍量の殺菌水を加えて希釈したもの

をiOO倍汁液とした。

　実験に用いたウイルスの系統は，TMVとCMVでは

各ordinary　straiWtであり，　PVXではmott｝e　strain

である。いずれも当植物病理学研究室でそれぞれの罹病

植物より分離し，維持・保存しているものであるが，

PVXに関する一部実験には，農林水産省嬬恋馬鈴薯原

原種農場より分譲されたものを充てた。使用に際して，

各ウイルスはタバコ（Nicotianαtabαcum　var．Xan－

thi）に接種して増殖させ，この病葉より上記植物汁液
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の場合に準じてウ’6ルス汁液を調製した。

　検定植物には，供試3種目イルス共通の局部病斑宿主

であるChenopodiumαm，arαnticoloT　Coste　et　Reyn・

を用い，各植物汁液の作用の検定は，ウイルス汁液を等

量混合して；接種するいわゆる混合法によって行なった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　28）一一33）
　その他実験法等の詳細は，第1～6報　　の場合に準

じた。

実　験　結　果

1．双子葉植動離弁花類焼物汁液のTMVならびに

　　CMVとの混合接種山漆

　TMVでは17目47科77属87種，　CMVでは15目22科25

属28種の離弁花類植物について，それぞれ調製した10倍

および100倍汁液を等量のウイルス汁液に混合し，10分

後カーボランダム法でC．amαTanticolorに接種した。

この際，植物汁液の代りに殺菌水を混合したものを対照

とし，生ずる病斑数より感染阻害率を求めた。その結果

はまとめて第1表に示した。

第1表　　双子葉植物離弁花類植物汁液のTMVならびにCMVの感染阻害試験結果

TMV CMV
供　　　　　試　　　　　植　　　　　物 a） b） a） b）

1：10
1
：
1
0
0
7

1：10 1：100

コショウ目　Piperales

ドクダミ科Saururaceae
・ドクダミ　H∂π〃妙π勿　oo毎α如Thunb． 一216．1 一61．5 一331．3 一70．3

ヤナギ目　Salicales

ヤナギ科　Salicaceae

・カロライナハコヤナギ　P∂ρ〃430醐。〃紹π3ゴ3Moench 83．0 一26．5 7L9 62．5

・ネコヤナギ　301㍑gηo漉3砂1σMi（1 42．7 41．4 67．6

クノレミ目　　Juglandales

クルミ科Juglandaceae
・セィヨウグルミ　ル91碑3翅伽43加7ゴ。σMaxim． 19．0 9．1 一48 一28．6

ブナ目　Fagales

カバノキ科　Betulaceae
・シラカバ　βθ’〃σρ1σ砂ρ勿〃。　Sukatchev　var．ノ4ρoπ露σ　Hara 42．5 一3．6 57．9

ブナ科Fagaceae
・クリ　Cσ3’oπθσ　o〆θπσ’α　Sieb．　et　Zucc． 64．2 一7．6 一7．9 一46．2

・ナラ　（9％θ70π33θプ”地Thunb． 69ユ 一6i．2

・ウバメガシ　（2．助〃砂鵤θ擁4θ3　A．Gray 92．1 35．4

イラクサ目　Urticales

クワ科　Moraceae
・クワ　ル1bプμ3　∂o魏めア擁3　Koidz． 49．5 15．4

・カナムグラ　Hκ沸〃π3ブoρo所。π3　Sieb．　et　Zucc． 18．9

中心二目　Centrospermae
ヒユ科　Amaranthaceae

・ヒナタノイノコズチ　、40妙耀雇加3F傭〆ゴθ∫L6v．　et　Van． 一20．2 一3，3

・アオビユ　！1駕σ勉雇肋3柳7ηノ16耀3L． 17．6

オシロイバナ科Nycta郎naceae
・オシロイバナ　ル露η加〃3ノ∂1σρσL，． 一20。5 2．9

ツルナ科　Aizoaceae
・リビングストンデージー　0鰯加σ窺伽3∂〃〃漉ノb7痂3　N．　E．　DR． 51．2 3．8

ツルムラサキ科Basellaceae
・ツルムラサキ　β03θ〃σ7幼πzL． 48．9 47．0 47．6
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供　　　　　試　　　　　植　　　　　物 TMV CMV
a｝ b｝ a） b｝

玉：10 1：100 1：10 1：100

ナデシコ科Caryophyllaceae
・ミドリハコベ　3≠θ〃〃勿紹g1θo’σW6ihe 一3．2 一149．8

・オランダミミナグサ　C粥3’伽彿〃ゴ300鍬解L． 5．6 19．3

キンポウゲ目　Ra簸ales

モクレン科　Magnoliaceae
。シモクレン　ル勉gπo〃σ〃〃ノZoプ。　Desrouss 20．1 一〇．9 72．7 61．4

・ハクモクレン　M．4θπμ4σ如Desrouss 58．5 17．8 40．4

・コブシ　M．K∂∂μ3　DC． 一6．0 21．2 43．3 一23。3

・ホオノキ　ハ4．o∂o〃σ如Thunb． 58．8 25．2

・ダイサンボク　M．g㎎π4が10㎎L． 93．6 26．2 58．8 29．4

。カラタネオガタマ　M∫oゐθ〃σ／π30σ’σBlume 3．ユ 一32．4

●ユリノキ　ゐf擁04伽4勿π如〃ρゴノ診名σL． 8．8 0．8

スイレン科Nymphaeaceae
・ハス　漉1π彫∂o　”μo乖〆σ　Gaertn． 42．ユ 36．7

キンポウゲ科Ranunculaceae
。シャクヤク　Pαθo”毎σ1房ノ70㎎　PaU。 62．9 ～16．0 17．4 13．0

。カラマツソウ　丁肋〃。〃μ勉σσ協1θ8がbJ勉魏L。 一4．1 一25．0 一15，0

メギ科Berberidaceae
・メギ　βθ功θプゴ37’高論θプ9∬DC． 63．1 一15．6

・ホソバヒイラギナンテン　M助。所。・％プ∫㈱擁Fedde 一5．2 1α4

ロウバイ科Calycanthaceae
●ロウバイ　Mθ紹’毎ρ耀ooκRehd．　et　Wils． 一39．1 一27．0 55．6 一44．4

バンレイシ科　Anonaceae
・ポーポー　143伽伽σ〃∫10∂σDunal 一4．8 一2．1

クスノキ科しauraceae
。ウラジログス　C∫例σ彫。彫π魏ブ4ρo疵。魏Sieb．　var．紹塑03μ魏

Makino　et　Nemoto 39．5 27．5 一16．7

・ゲッケイジュ　L醐鰯3πo∂翅3L． 30．0 一8．0

ケシ目　Rhoeadales

ケシ科Papaveraceae
・タケニグサ　Mσ01θッαoo毎σ’αR．　Br． 89．1 6．5 47．8 47．8

アブラナ科Cruciferae
・カブ　β㎎3εゴ。σ1～のσL．πzが∫θ70Metzger 27．2 38．9

・ナズナ　C｛ψ3θ〃σBμ73ひρ03’oプ∫3Medicus 一9．1 一8．6

バラ目　　Rosales

ユキノシタ科Saxifragaceae
・アジサイ　の47σπ99α魏σσoρ勿〃σSeringe　var．0彪々μ詔

Makino 32．9 一2．1 28．6 29．4

マンサク科Hamamelidaceae
・アメリカフウ　五匂麗4σ勉δαプ3砂耀擁刀πσL． 96．9 一10．3

・マンサク　磁彫σ〃2θ〃3ブσヵ。疵。σSieb．　et　Zucc． 99．8 25．3

。ヒュウガミズキ　Coη10ρ3∫3ρ醐。ガ∫10zαSieb．　et　Zucc． 48．7 9．8

・トサミズキ　C．3毎oo如Sieb．　et　Zucc． 79．3 31．6

スズカケノキ科　Platanaceae
・スズカケノキ　1）1碗伽粥。プ勿η如〃3L． 15．6 一11．4
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TMV CMV
供　　　　　試　　　　　植　　　　　物 a） bl a） b）

1：10 1：100 1：10 1：100

バラ科　Rosaceae
・シジミバナ　5が紹θσρ7％甥ノリ〃σSieb，　et　Zucc。 57．4 44．4

・ビワ　B擁。∂o∫ηoブ4ρoπ∫‘8Li捻d1． 35．3 16．7

・アカメモチ　P加’畦畔g1功耀Maxirn． 一37。6 14．1

・シャリンバイ　1～加ρ雇01θρ∫3μ彿∂θ〃認oMakino　var．

λ4θ即死3露Makino 72．1 一21．3

。ボケ　C加伽。駕θ1θ3109θ紹万oI（oidz． 41．0 9．8

・ワレモコウ　30πg鰯3砿ウ00ノ万0伽σ1誌　L． 34．9 一34．5 71．0 54．8

。ソメイヨシノ　P〆娚欝y640θπ3ゴ3　Matsum． 22．0 一10．9

マメ科LegUmi　nosae
。ネム　湾1∂認密4．1％〃∂短33劾　Durazz． 57．4 15．1

。エンジュ　　80ρ加耀ブ4ρ0擁0σL 5．5 一17．5 8．0 一4．0

。アカツメクサ　7’擁ノb1露物ρ鰯θη3θL． 57．3 L6

フウロソウ目　Gerani滋es

カタバミ科Oxalidaceae
・カタバミ　0客σ〃εoo　7擁。認磁σL． 48．0 一129．5

・ムラサキカタバミ　0．ル勉所σ解Zucc． 48．1 一35．1

フウロソウ科Geraniaceae
。モンテンジクアオイ　％1σ78’o卿κ甥go紹1θ　Ait． 45．6 一16．4

ミカン科Ru£aceae
・カラタチ　∫b駕9瑠3≠擁ノb1的弓Rafin． 24．5 15．0

トウダイグサ科Euphorbiaceae
・トウダイグサ　E％助。幼露地1ぎ0300ρ露L． 58．6 41．4

ムクロジ目　Sapi薙dales

モチノキ科Aquifol　iaceae

⑪イヌツゲノ1鶴粥縦βThunb． 83．6 10．5

ニシキギ科Celas毛raceae
・ニシキギ　E欝”辮欝σ1σ舷Sieb． 47．0 119

カエデ科Aceraceae
・ヤマモミジ　、4紹ダρ認魏σ一州Thunb．　var．物お％勉欝βθ

Makino 64．9 11．4

トチノキ科Hippocas毛anaceae
⑪トチノキ　　ノ惣30％盈3　麹翅〉動σ如　Bltlme 96．0 52．8 0 一7．9

ツリフネソウ科Balsaminaceae
・ホウセンカ　！辮ρσ露6欝　β認3α勉伽σL． 20．3 12．2

クロウメモドキ目　Rhamna至es
ブドウ科　Vi　taceae

・ブドウ　　y露誌　四壁ノ齢拶L． 23．2 20．8 一9．7

。ヤブガシラ　Cの7解が露ブ＠o擁。αGogn． 6エ．9 37．2 68．6 53．5

アオイ目　Ma！vales

アオイ科Mal　vaceae
⑳フヨウ　　躍擁εo駕ε　解詔麺丁田3　L． 32．6 30．1

・ムクゲ　∬．謬擁σ傭∫L． 93 一9．5

・ワタ　　Gos3夕ρ露甥　蜘廊。御鯛Lam． 45．5 23．3 78．9 52．6

アオギリ科S宅erculiaceae
・アオギリ　飛グ劔露灘ρ14薦麗ノ∂1露Schott銃EndL 7．0 7．6 一12．1 6．1
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供　　　　　試　　　　　植　　　　　物 TMV CMV・
　　a｝
P：10

　　　b）
P：100

　　a，
P：10

　　b｝
P：100

側膜胎座目　Par玉etales

@　ツバキ科Theaceae
@　　・チャ　丁舵σ3伽θπ3∫3L．

@　　・ツバキ　Co甥ε〃∫αゴ4ρo擁oo　L．

@　　・サザンカ　C．εσ3礁¢紹Thunb．
@　　。モッコク　％プπ3≠アηθ伽σノ4ρoπ∫oσThunb．

@　　。ピサカキ　E獅夕σブ4ρo短oo　Thunb．

@　シュウカイドウ科Begoniaceae
@　　・シキザキベコニァβ6go擁439〃ψθ切。膨3　Link　et　Otto

Tボテン目　Opuntiales
@　サボテン科Cac　taceae
@　　。サボテン　0ρ㈱∫忽理。粥一馬丁oσMiU．　var．3σ∂o’θπMaki　no

eンニンカ目　Myrtifl　orae

@　ジンチョウゲ科Thy　mel　aeaceae
@　　。ミツマタ　E4gθω07’雇σo勿ッ3σπ地。　L，indL

@　ミソハギ科Lythraceae
@　　・サルスベリ　L¢g一掬θ加。痂認。σL．

@　ザクロ科　Punicaceae
@　　・ザクロ　Pμ擁。σG紹紹傭〃zL．

@　フトモモ科Myrtaceae
@　　・マキバブラッシノキ　Cσ〃ゴ3≠θ〃zoπ擁g∫4協携R．　Brown．

P形花目　Umbe11懲orae
@　ウコギ科　Araliaceae
@　　。ヤツデ　翫’ε毎ブ4ρo寓。αDecne．　et　p星anch．

@　　・キヅタ　飽4θ㎎漉。辮∂θσBeaa
@　　・カクレミノ　G∫〃∂θプ≠毎’〆の40Makino　　　・

@　　・ウド　殴耀〃σoo7ゴσ彪　Thunb。

@　セリ科　U磁belliferae
@　　・セリ　0θησπ酌θ3’010短〆〃σDC．

@　ミズキ科Cornaceae
@　　・アメリカミズキ　Coプ鱗3、4魏。θ紹勉M組．

@　　・ハナミズキ　C．∫107冠σL．
@　　・アオキ　、4πoμ6σプ妙。疵。σThunb．

36．4

W2．1

W7．9

U7．5

O．8

Q3．0

Q2．9

X9．9

X9．9

X1．2

P3．7

Q8．5

Q6ユ

U．2

Q1．5

P4．6

W9．5

U2．0

W3．2

　32。3

@45．6

@41．3

@50．0
@－2．6

|192．3

@21．3

@82．9

@45．2

@14．4

|21．1

@13．2
@11．7
@10．1
|80．2

@29．6

@一エ．0

|30．2

@24．0

一64．3

@929

@29．2

注）・a），b）：等量のウイルス汁液との混合接種により，最終希釈倍数はそれぞれ20倍，

　　・表中の数値は感染を阻害もしくは促進（一を付した数値）した率を示す

20◎倍となる

　上表より，まずTMVの場合，10倍汁液が80％以上の

感染阻害を示したものに，ウバメガシ，ダイサンボク，

マンサク，トチノキ，サザンカ，ミツマタ　サルスベリ，

ザクロなどの14種があり，また30～79％の感染阻害率を

示したものに，クリ，シャクヤク，メギ，シャリンバイ，

ヤマモミジ，ヤブガラシ，モッコク，ハナミズキなどの

37種が認められた。これに対しセイヨウグルミ，ユリノ

キ，ナズナ，ムクゲ，アオギり，カクレミノなど33種の

植物には，有意な作用がみられなかった。また，これら

感染阻害を示した植物の汁液を100倍に希釈した場合，

ミツマタなどの一部を除いてその多くは，阻害作用の明

らかな低下もしくは消失を来たした。
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　一方，ドクダミにおいては10倍，100倍の両三がとも

に，また10倍液が一応の阻害を示したナラ，カタバミ等

や，10倍液では有意な作用のみられなかったミFリハコ

ベ，シキザキベゴニァ，ウドなどが，100倍希釈に伴い

判然たる感染促進作用を示した。

　CMVにおいては，　TMVの場合と同じくミツマタが

両液区を通じて強い感染阻害（80％以上）を，またドク

ダミが両液区，シキザキベゴニア等は100倍希釈液で感

染促進作用を示したのが注目される。その他両液区を通一

して一応の感染阻害（30～79％）を示したものに，カロ

ライナハコヤナギ，シモクレンなどの6種があり，シャ

クヤク，カラマツソウ，エンジュなど7種の植物には，

有意な作用が認められなかった。

　2．双子葉植物合弁花類植物汁液のTMVならびに

　　CMVとの混合接種試験

　合弁花類植物については，TMVでは8目15科33属34

種，CMVには6目9科11属11種を供して，常法により

層． ｻの感染に及ぱす影響を調べた。得られた結果は第2表

第2表　　双子葉植物合弁花類植物汁液のTMVならびにCMVの感染阻害試験結果

TMV CMV供　　　　　試　　　　　植　　　　　物 a） b｝ a｝ b｝

1：玉0 1：100 1：10 1：100

ツツジ目　Ericales

ツツジ科Ericaceae
・オオムラサキ　1～加404θπ4〆。πρ〃。〃π〃2Sweet 44．4 一46．4

・アセビ　」円〃殆ブσカ。溺。σD．Don 62．5 31．1 100．0 50．0

サクラソウ目　Primulales

サクラソウ科Primulaceae
・ヌマトラノオ　ゐア3伽oo雇σEo〆∫謝θゴMax　i　m． 40．5 36．9

・シクラメン　の01σ〃2θπρθz3尭纏Miller 17．9 29．9 33．3

カキノキ目　Ebenales　　　　　　　　　　　　　　・

カキノキ科Ebenaceae
・カキ　1万03」妙703血雇　Thunb． 34．5 23．8 一33．3 一14．3

エゴノキ科Styracaceae
。エゴノキ　ε砂名。∬ブ砂。π∫oσSieb．　et　Zucc． 一23．0 5．5 7．7

回旋花目　Contortae

モクセイ科Oleaceae
・ライラック　　5：y〆∫πgO〃〃gσ万ε　L． 一24．0 28．7

・ネズミモチ　ムゴg粥’7π解ブoρo癖。吻2Thunb． 71．7 29．3

…㎝・ヒイラギ03魏σπ魏欝沼6∫ノ∂1勉3－Mouineferも’ 13．4 一1．4

　　髄Lョウチクトウ科Apocynaceae
・キョウチクトウ　1惚7∫撚伽4ゴ傷彿MiU． 37．1 2LO

管状花目　Tubinorae
ヒルガオ科Convolvul　aceae

・サツマイモ　∫ρo耀。θoβ切σ如3Lam．　var．θ4μ1ゴ3　Makino 23．6 22．2 一68．0 一16．0

ムラサキ科Boraginaceae
。ヒレハリソウ　5：y〃3ρゐ1舛π解　oプγ診’oゴπ01θ　L． 53．2 一15．1

シソ科　Labiatae
・オドリコソウ　ゐ。〃z勉卿σ1∂μ切Lvar．∂σプδα吻翅Fr．　et　Sav． 37．1 32．5

・ホトケノザL．0ηψ1θ珈傭1θL． 一13．ユ 一29．1

・エゴマ　Pθ万〃。〃班θsoθη3　Britton　var．ブ砂。擁oo　Hara 34．9 20．9
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TMV CMV供　　　　　試　　　　　植　　　　　物
a｝ b｝ a） b｝

1：10 1：100 1：10 1：100

ナス科Sol　anaceae
・タバコ（Xanthi）　ハ雁’60’毎πσ≠o∂σ‘μ解　L．　var．　Xanthi 一19．3 一13．4

。　〃　　（Ky－57）’ハ乙如∂σoμ〃　L　var。　Ky－57 14．7 一6．9 10．3 一5．1

ゴマノバグサ科．Scrophulariaceae
・オオイヌノフグリ　y師。擁。αρ酩3ゴ。σPoi　r． 一12．1

オオバコ目　Plantaginales

オオバコ科Plantaginaceae
。ヘラオオバコ　∫『短π∫4go　lo駕θo！σ如し 43．9 4．2

アカネ目　Rubiales

アカネ科Rubiaceae
・クチナシ　Gσ吻∫oブ03〃2痂。ゴ4θεEllis　f．　g擢π4∫ノ10耀Makino 44．5 17．5 69．2 50．2

・ヤエムグラ　Gσ1勉〃2、4ρ〃㍑θL 29．7

スイカズラ科Cap　rifoliaceae

。サンゴジュ　確∂班鱗翅、4ω4∂π雇K．K㏄h 24．6 一21．5 一157。1 一128．6

。スイカズラ　Lo擁。θ翅ブ＠o擁。σThunb． 一2i．5 一24．5 359 一2．6

キキョウ目　Campanulaねe

キク科Compositae
。カッコウアザミ　乃8θ鰯徽ω砂20ゴ4θ3L． 一5，5 一3．6

・セイタカアワダチソウ　301∫吻90σ〃∫∬∫灘L． 30．7 一7．2 59
・ハルジオン　E擁9醐。πρ海1σ4ゑ1ρ雇。μ3　L． 一エ1．6

・ハハコグサ　G加ψ加1伽〃2翅μ〃ゴαψ3WaU． 26．0

。ブタクサ　、4励π）3如σ7陀〃2ゴ3fσ4701忽L。 29．9 33．2 5α0 20．0

・キクイモ　施1毎π魏π3如∂θπ》3粥L． 3．5 一42．7

・センジュギク　T49θ’θsθ名θo如し． 36．3 11．3

・ヨモギ　、4吻〃2ゴ3忽4幼忽Wall． 一8L8 7．1

・フキ　P冨σ3∫’θ3知ρo擁。〃3Miq． 一98．3 一13．0

・ノボロギク　5’例θofo塀19σプゴ3　L． 46．9 一6．6

・セイヨウタンポポ　Tσ紹∫o‘〃常。ノ万。助σ1θWeber 53．9 47．6

・ノゲシ　εo駕肋301θ昭。θ〃3L。 60．7 59．0

注）・a），b）：等量のウイルス汁液との混合接種により，最終希釈倍数はそれぞれ20倍，200倍となる

　　・表中の数値は感染を阻害もしくは促進（一を付した数値）した率を示す

のとおりである。

　表にみられるように，TMVに対し10倍液で80％以上

の強い阻害を示すものはなかったが，アセビ，ネズミモ

チ，セイタカアワダチソウなど16種の植物は一応の感染

阻害（30～79％）を，またヨモギ，フキでは逆に感染を

促す作用がみられた。しかし残りのシクラメン，カッコ

ウアザミなど16種の植物は，有意な作用を示さなかった。

一方100倍希釈液では，一部を除いて有意な作用がみら

れなくなったが，オオムラサキとキクイモでは感染促進

作用が現れた。

　CMVの場合，10倍液ではアセビが完全な感染阻害

を，またクチナシ，ブタクサなど4種は有意な阻害（30

～79％）を示し，サツマイモ，サンゴジュなどには明ら

かな感染促進作用が認められた。なお100倍液では，サ

ンゴジュの10倍液と変らぬ顕著な促進作用が目立った、

3．単子葉植物汁液のTMVならびにCMVとの混合

　　接種試験

　TMVについては8目12科25属31種，　CMVでは5目

5科8属10種の単子葉植物を供して，その感染に対する

影響をみた。結果は第3表に示した。
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第3表　　単子葉植物汁液のTMVならびにCMVの感染阻害試験結果

TMV CMV供　　　　　試　　　　　植　　　　　物 a｝ b） a｝ b）

1：10 1：100 1：10 1：100

タコノキ目　Pandanales
ガマ科　Typhaceae

・ガマ　乃ψ加1傭ノb1如し． 63．5 49．7 16．7 一27．8

頴花目　Glumiflorae

イネ科Grami琵eae
。アズマネザサ　P屠。∂1σε’π3C砺ηo　Makino 一5．3 一40．1

・イネ　0プタ9σεσ∫初σ　L． 28．9 21．8

。ヨシ　Pゐ㎎9魏露θ360即日μ瑠ε　Trinius 359 2．7

・スズメノテッポウ　、4’oρθ薦脇30θ4紹μ3Sobo1．　var．

ζz御摩紹κ3∫3　0むwi 一29．0 一57．4

・ススキ　M∫30σ毎加33伽θπ舘3　Anderss． 31．5 0．8 3．7 11．1

・トウモロコシ　Zθoル∫の，3L． 26．8 10．7 一16．7 8．3

ヤシ目　P副males
ヤシ科　Pal　mae

・ワジュロ　Tプoo勿‘σゆ粥θ劣。θ13αWe登d　I． 6．6 5．6

・トウジュロ　7’．勘7魏日晒　W6rldl． 38．4 一77．5

サトイモ霞　Arales

サトイモ科Araceae
・サトイモ　Colooσε露σ窺匂πo耀彫Schott　var．836％♂θ％麺Engl． 19．8 13．3 一325．0 一137．5

ツユクサ霞　Commeh　nal　es

パイナップル科　Bromeiiaceae

・パイナップル　、肋紹300勉03欝Merr． 57．9 62．4

ツユクサ科C61nmel癒aceae
・ムラサキツユクサ・7’紹4θ3昭卿如勿7薦σRafin． 19．6 一2．9 一42．9 一26。1

・ツユクサ　Co勉〃癖毎α物摺観∫3　L． 9．6

ミズアオイ科Ponted的aceae
・コナギ　Moπooゐ07勿〃㎎伽σ〃3　Presl 41．0

ユリ目　Lil員薮orae

イグサ科　Juncaceae
・イ　伽6欝のア％3麗3LvaL　4θoゆ伽3　Bhごh． 一13．5 一28．4

ユリ科　Liliaceae
・リュウケツジュ　Z）㎎oσθ解∠）o耀oo　L． 31．9 15．8

・キダチロカイ　、4♂oθσ勿。紹36劔3MiIL　var．紹’σ1劔3露Berger 一74．6 一4。1 一25．◎ 12．5

・ノビル　14〃珈卿　G㎎露　Rege玉 一19．9

・二．ラ　践．≠％∂θ畑3麗勉　Rottler 14．4 25．2

・ネギ　、4．万3伽10認鴛L． 25．4 5．2 21．4 35．7

・タマネギ　遼．C砂σL． 31．0 29．1

・チュウリップ　7’認夢ρoGθ3麗擁σπoL． 一68．4

・ツルボ　εo〃σ30〃。掘θ3Druce 19．0

・キミガヨラン　海06βグ召膨7加ノb1細Salisb． 100．0 94．3 96．3 75．8

。イトラン　y．∫ぎ1β鴛躍オ03σ　L． 85．8 72．0 94．5 70．◎

・センジュラン　γ．σ1擁〆∂1露L，． 98．6 82．2 1CO．0 84．7

ヒガンバナ科Arnaryllidaceae
。マツユキソウ　Gσ10三訂3擁。σ〃ε　L． 66．0 一22．9

・スイセン　翫7び33％3T4gθ＃σL．　var．罐勿θ欝誌Roem． 一16。3 1．3

・ヒガンバナ　みyo碗3紹認σ麺H：erb． 4L4 50．8
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TMV CMV供　　　　　試　　　　　植　　　　　物
a｝ b） a｝ b）

1：10 1：100 エ：10 1：100

ショウガ目　Scitamineae

カンナ科Cannaceae
。ハナカンナ　Cσππσgθπ％α1∫3　Bailey 18．2

ラン目　Orchidales

ラン科Orchidaceae
・シラン　β10’〃1σ3’擁α∫σ　Reichb．　fil． 19．7 一13．5

注）・a），b）：等量のウイルス汁液との混合接種により，最終希釈倍数はそれぞれ20倍，200倍となる

　　・表申の数値は感染を阻害もしくは促進（一を付した数値）した率を示す

　上表より，TMVの場合キミガヨラン，イトラ≧およ

びセンジュランのy：uccα属3種植物が，10倍，100倍

の両液区でともに顕著な阻害作用を示した。また10倍液

区でガマ，ヨシ，トウジュロ，パイナップル，ヒガンバ

ナなどの10種，100倍液区ではガマ，ヒガンバナなどの

5種が30～79％の感染阻害を示し，キダチwカイ，チュ

ウリップの10倍液，トウジュロなどの100倍液には，感

染を促す傾向が認められた。しかしトウモロコシ，ワジ

ュロ，スイセンなどでは，両液区とも有意な作用がみら

れなかった。

　CMVについては，　TMVの場合と同じくYuccα　属

の3種植物が，10倍，100倍の両液区とも強く感染を阻

害し，またTMVには有意な作用を示さなかったサト

イモおよびムラサキツユクサ，特に野老がCMVの感染

を顕著に促進したのが注目される。

4．裸子，シダおよび菌植物汁液のTMVならびに

　　CMVとの混合接種試験

　TMVに対して7目10科14属17種，　CMVには5目5

科6属7種の裸子，シダおよび菌植物汁液が，その感染

にいかなる作用を及ぼすかを常法によって検討した。得

られた結果は，第4表のとおりである。

第4表　　裸子，シダおよび菌植物汁液のTMVならびにCMVの感染阻害試験結果

TMV CMV供　　　　　試　　　　　植　　　　　物 a） b｝ a） b）

1：10 1：100 1：10 1：100

裸子植物Gymnospermae

イチョウ目　Ginkgo謡es

イチョウ科Ginkgoaceae
。イチョウ　σ伽ん90擁10∂oL． 18．1 一3．9 33．2 24．5

イチイ目　Taxales

イチイ科　Taxaceae
。キャラボク　71σκ粥。π鋸4σ如Sieb．　ef　Zucc．　var．

魏∂ππ〃ゴ∫θ紹Makino 一17．5 一31．6 16．7 5．6

・カヤ　To〃θツσπ勿。∫ノ窃。　Sieb．　et　Zucc． 45．8 17．6

イヌガヤ科Cephalo重axaceae
。チョウセンマキ　C砂勿10’σκμ3〃妙σo％Sieb．　et　Zucc．　var．

々。癬。πoMakino 23．7 2．4
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TMV CMV
a｝ b｝ a） b｝

1：10 ユ：100 1：ユ0 1：100

マツ目　Pinal　es

マツ科　Pinaceae
・アカマツ　P物妬4θπ3ゴノ70名αSieb．　et　Zucc． 一32．6 6．7 49．4 一47。0

・クロマツ　R　T勧π∂θ79琵　Parl． 22．6 26．5

・ダイオウマツ　R餌3≠名。〃3Michx． 1．4 一8．8

スギ科　Taxod　iaceae

・コウヤマキ　30毎40ρ∫砂30〃’ゴ。〃σ如Sieb．　et　Zucc． 24ユ 18．2

ヒノキ科Cupressaceae
・ヒノキ　C加駕σθ砂ρo万30醒430End1． 24．1 一23，9

シダ植物　Pteridophyta

トクサ目　Equisetaies

トクサ科Equisetaceae
・スギナ　E4協3θ伽魏αプ紹π3θL． 25．2 28．3 57．5 22．3

・トクサ　且雇θ甥σ1θL． 21．7 6．3 21．4 一55．6

シダ目　Fihcales

ウラボシ科　Polypodiaceae
・クサソテツ　M擁’6μoo毎5’〃躍雇oρ∫θ万3　Todaro 47．2 26．8

菌植物Fungi

チャワンタケ目　Pezizales
ノボリリョウタケ科　H：elvellaceae

・アミガサタケ　1協。励。〃σθ30π1θ雇σFr． 53．ユ 一137．7

帽菌目　Hymeno1nycetales
マツタケ科Agaricaceae

・ツクリタケ　4ξo万。π3加3ρoプμ3Sing． 72．3 19．8

。シイタケ　Lθπ’伽御3θ404θ3Sing． 48．8 一31．9 60．3 一9．6

　　　　　　　　　　　　　　　’Bヒラタケ　P1θ篇。薦30ε’紹σ如3　Quel． 82．4 37．0

・エノキタケ　F短辮勉銘1勿α〃θ1厩ゆθ3Sing． 86．5 16．4 66．7 33．3

注）・a），b）：等量のウイルス汁液との混合接種により，最終希釈倍数はそれぞれ20倍，

　　・表中の数値は感染を阻害もしくは促進（一を付した数値）した率を示す

200倍となる

　上表に示したように，供した裸子およびシダ植物には，

両種ウイルスの感染を強く阻害するものはみられなかっ

たが，菌植物のヒラタケおよびエノキタケの子実体10倍

液は，TMVの感染を顕著に阻害した。

　また一一応の阻害作用（30～79％）は，TMVの場合カ

ヤ，クサソテツ，アミガサタケ，ツクリタケ，シイタケ，

CMVではイチョウ，アカマツ，スギナ，シイタケ，エ

ノキタケの各10倍液で認められた。

　一方感染促進作用は，TMVではアミガサタケ，CMV

ではアカマツ，トクサのそれぞれIOO倍液で観察され，

特に前者において顕著であった。

5．Yucca属3種植物汁液のPVXとの混合接種試験

　以上の諸実験から，TMVならびにCMVの感染を特

に強く阻害することが判明したy　uccα属3種植物の汁

液が，PVXの感染にどのような影響を及ぱすかをTMV

等の場合に準じて調べた。結果は第5表に示したとおり
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第5表 Yucca属3種植物汁液のPVX感染阻害試験結果

供　　　　試　　　　植　　　　物
実　験　　1 実　験　H

　　a）
P：10

　　　b）
P：ユ00

　　a）
P：10

　　　b）
P：ユ00

キミガヨラン　　rμooα物雄加∫o”σSalisb．

Cトラン　　　　γ．　万1σ駕θ班030L．

Zンジュラン　　Y．　　σ10ゴノro　1毎L．

100．0

X5．5

P00．0

99．9

S1．1

U7．4

100．0

X4．5

X9．5

89．3

S2．9

V2．0

注）・a），b）：等星のウイルス汁液との混合接種により，最終希釈倍数はそれぞれ20倍，

　　・西中の数値は感染随姦凶を示す

200倍となる

である。

　表より，供した3種の植物は，10倍液ではいずれも

PVXの感染をほぼ完全に阻害し，また100倍希釈液で

もキミガヨランにおいては顕著な，他の2種には一応の

阻害作用が認められた。

　このような結果から，当該3種植物の感染阻害作用

は，そのウイルス特異性がかなり低いものと考えられ

る。

考 察

　本実験で各種植物のウイルス感染に及ぼす影響を検討

した結果，TMVでは被子，裸子，シダおよび菌植物に

わたる169種の植物中，キミガヨラン，センジュラン，

トチノキ，サザンカ，ミツマタ，ザクロ，エノキタケな

どの19種がその感染を強く阻害し，クリ，ヤマモミジ，

アセビ，ノゲシ，ガマ，クサソテツ等の68種は一応の阻

害作用を示した。またCMVの場合，供した56種の植物

中，キミガヨラン，センジュラン，ミツマタ，アセビな

どが強く感染を阻害し，カロライナハコヤナギ，クチナ

シ，エノキタケ等の23種が有意な阻害作用を示した。こ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20），43）
れら植物の阻害作用は，当該植物の栄養生理的状態
　　　　　　7），31），42）

等種々の条件　　　で若干の変動を生ずると思われる。

しかしそれはともあれ，本実験に供した植物の半数前後

が阻害作用を示したという結果は，ウイルス感染阻害因

子が植物界に広く存在することを示すものであろう。

　ところで，この阻害因子の存否と当該植物の分類的所

　　　　　　　　　　　　　　　　　45）
属の間には特に関連がないとする見解もあるが，一方
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　23），38）
において，アカザ科（Chenopodiaceae）　　，ヒユ科
　　　　　　　　　38）
（Ama£anthaceae）　，ヤマゴボウ科　　（Phytolacc－

　　　22），44）　35），41）aceae），ナデシコ科（Caryophyllaceae）　，べ
　　　　　　　　　　　　　　37＞
ンケイソウ料（Crassu｝aceae），ヒガンバナ科（Am－
　　　　　　37）　16）
aryllidaceae）などの植物には，強力な感染阻害因

子の存在が報じられている。本実験でも，供したユり科

（Liliaceae）Yuccα属3種，ツバキ科（Theaceae）

Cαm∂ltia属の2種がともに，またマンサク科（Hama　一

melidaceae）4種中3種が強い感染阻害を示した。一方

供試したウコギ科（Araliaceac）4種の植物には，有意

な作用がみられなかった。この結果はなお検討の余地が

あるが，阻害因子の分布と植物分類の間には，ある程度

の関連のあることをうかがわせるものであろう。

　植物に含まれるタンニンおよび類似物質がウイルスの
　　　　　　　　　　　　　　　8），9），19），39），40）

感染を阻害することはよく知られ　　　　　，その阻害
　　　　　　　　　　　　　9）
機構の究明も進められている。本実験でも，タンニン含

量が多いとされるツバキ，サルスベり，ザクロなどが

TMVの感染を強く阻害した。従って，これら植物の阻害

作罵の少なくとも一部はタンニンによるとみられるが，

一方においてタンニン含量が多いとされるクロマツなど

のTMV，トチノキなどのCMVに対する阻害度は，有

意なものとは認められなかった。この結果は，タンニン

含量の恒常性あるいはその作用発現にかかわる条件等に

ついて，種々の示唆を与えるものとして注目される。

　また本実験に供したネコヤナギ．ツルムラサキ，ヤプ
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ガラシなど10数種の植物は，その葉をすりつぶしたとき

粘液性を呈したが，これら植物の多くは，程度の差はあ

れTMVやCMVの感染を阻害した。よってこれら植

物のウイルス感染阻害の一部は，この種粘液性物質に起

因する可能性があり，その性状や感染阻害機構などの検

討が今後の問題の1つである。

　ところで，従来一部植物の汁液がウイルスの感染を促
　　　　　　6），7），18），28），29），37）

すことが知られ　　　　　　　，その実用的側面も指摘
　　　　Z8）
されている。本実験においても，ドクダミ，フキ，キダ

チロヵイなどの若千種がTMV，またドクダミ，サンゴ

ジュ，サトイモなどはCMVの感染を促した。しかしこ

の種促進作用を示す植物の例はまだ少なく，従って促進

因子の存否と植物分類との関係，促進作用のウイルス特

異性等については，ここで論ずることはできない。ただ

この点に関連して，本実験でナラ，アミガサタケなどの

汁液の作用が，単なる希釈で阻害から促進に転化した

が，このような結果は，当該因子の性状や作用点等に関

してある種の示唆を与えるものとして興味深い。

摘 要

　被子，裸子，シダおよび菌植物にわたる各種植物汁液

の数種ウイルスの感染に及ぼす影響を検討して，以下の

結果を得た。

1．TMVについて調べた塁0目84科14gpa　S69種の植物

中，キミガヨラン，イトラン，センジュラン，ウバメガ

シ，ダイサンボク，マンサク，トチノキ，サザンカ，ミ

ツマタ，サルスベリ，ザクva，アメリカミズキ，ヒラタ

ケ，エノキタケなどの19種の汁液が，その感染を強く阻

害（80％以上）し，クリ，ヤマモミジ，アセビ，ノゲシ，

ガマ，クサソテツなど68種の汁液は，一応の阻害（30～

79％）を示した。またドクダミ，フキなど若干種の汁液

は逆に感染を促したが，その他の供試植物には有意な作

用が認められなかった。

2．CMVでは供した31目41科5◎属56種の植物のうち，

キミガヨラン，イトラン，センジュラン，ミツマタ，ア

セビの5種の汁液が，その感染を顕著に阻害（80％以

上）し，カロライナハコヤナギ，クチナシ，エノキタケ

など23種の汁液は有意な阻害作用（30～79％）を示し

た。一方ドクダミ，サンゴジュ，サトイモなど数種の汁

液は感染を促進し，アオギリ，キャラボク等その他の植

物には，有意な作用がみられなかった。

3，TMV，　CMVの場合とも供試植物汁液の100倍希釈

は，一部を除いて阻害作用の低下もしくは消失を来たし

たが，感染促進作用の現れる場合も認められた。

4。キミガヨランなどYucca属供試3種の植物は，

PVXの感染も強く阻害し，そのウイルス特異性が低い

ことを示唆した。

5．感染阻害因子の存否と当該植物の分類的所属の間に

は，ある程度の関連がうかがえた。

　以上の結果に基づいて若干の考察・検討を試み，1，2

の問題点を指摘した。
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Summary

　　　　　Juices　from　various　plant　species，　including　aRgiosperms，　gymnesperms，　pteridophytes，・and

fungi，　were　tested　for　their　effects　on　the　infectivity　of　some　plant　viruses．

　　　　　Juices　from　87　out　of　169　plant　species　examined　preduced　3　e　to　100　per　cent　inhibition　of

infection　with　tobacco　mosaic　virus　（TMV）．　lnhibition　was　very　distinct　with　juices　of　the　follow－

ing：　Yucca　recurvifolia，　Y．　filamentosa，　Y．　aloifolia，　Populus　carolinensis，　9uercus　phil！yraeoides，

Magnolia　grandiflora，　Macleora　cordata，　Liguidambar　Sり・raciflua，」Hamamelisブaponica，11eSC　cre競a，

Aesculus　turbinata，　Camellia　juponica，　C．　Sasangua，　Edgeworthia　chrblsantha，　Lagerstroemia　indica，

Punica　Granatum，　Cornus　Amoenum，　Pleurotus　ostreatus，　and　Flammulina　velutipes．　Some　species

like　Houttayn・ia　cordata　and　Petasites　1’aponicus　remarkably　augmented　TMV　infectivicy．

　　　　　Twenty－eight　eut　of　56　tested　species　were　found　to　inhibit　infection　with　cucumber　mosaic

virus　（CMV）．　Of　these　28　speGies，　followings　appeared　to　contain　powerful　inhibitors：　Yucca　recurvi－

folia，　Y．　filamentosa，　Y．　aloifolia，　Edgeworthia　chrblsantha，　and　PieTis　juponica．　Some　species，　nota－

bly　Houttuツ痂cordata，　Viburnum　Awabuたi，　and　Colocasia　an吻uoram　var．　esculenta，　contai簸ed

augmenters　of　CMV　infection．

　　　　　A　hundredfold　dilution　of　juices　with　distilled　waeer　in　most　cases　decreased　the　inhibition　of

infection　with　TMV　or　CMV　by　various　degrees，　except　for　a　few　plant　species　and　the　dilutieR　re－

vealed　the　presence　of　augmenters　of　their　infectivity　in　juices　of　certain　species．

　　　　　Juices　of　the　3　species　of　the　genus　Yucca　also　markedly　inhibited　the．　infectivity　of　potato

virus　X，　suggesting　rhat　their　inhibitory　action　is　net　specific　for　viruses．

　　　　　There　was　some　correiatien　between　plant　taxonomic　relarienship　and　the　presence　er　absence

ef　virus　inhibitors．
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